
日時：令和5年11月24日（金） 17時45分~19時

講師：相模原ロイヤルケアセンター 川村由香里 副主任

ファシリテーター：小林浩平（三愛会） 亀田光浩（春日部）

堀淳一郎（札幌消化器）柄澤方子（大和）

定員：20名（定員に達し次第締め切）

内容：浮腫をテーマに終末期における理学療法介入の目的や

リスク管理、多職種連携について事例検討を行います

【 プログラム 】

▸ 事例紹介

▸ グループワーク

▸ 解説

【 申し込みQRコード 】

終末期の患者様・ご家族のQOL向上には、

理学療法介入が大切な役割を担います。

この機会に一緒に考えてみませんか。

PT会主催 内部障害事例検討会

『 老健での看取り対象者の浮腫のリハビリ介入 』

柄澤方子問い合わせ先：明理会東京大和病院

03-5943-2411


